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1. 研究主題について

　 令和５年度　鷹取小学校の研究主題は

「自分の考えを表現し、深め合う子の育成」 

　とした。

「表現」とは、話す、書く、入力する（タイピング等）、描く、撮るなどがある。

　本研究では、これらの中でも「話す」、「書く」、「入力する（タイピング等） 」の３つを表現に限定する。　国語科の研究ゆえで

ある。部分的に文章から読み取った内容を絵で表現するなどもあろうが、そうでない場合も含め、最終的には、解釈を文章化

させることによって、自分の考えを精緻（非常に細かい点にまで注意が行き届いて、整っていること）化させるところまで導い

ていく。これが本研究における「表現」である。
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思考から表現への構造
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「深め合う」について　「深まる」と「広がる」
　「深め合う」のうち、「深め」とは、自分の考えを一人の読み取りでは到達できない
域まで深めることである。
　具体的には、以下の３つの状態であったとき、考えが深まったとする。

　一方、自分の考えを一人の読み取りでは到達できない域として、互いの考えを表現し合っ
た後、自己の考えが横方向に展開することがある。

　これを「考えの広がり」という。以下の３つの状態がある。　

考えが「深まる」「広がる」いずれの状態も広義の「深め」とし、研究主題の「深め」も広義のものとする。

「合う」とは、互いに考えを深め合えることを指す。それを促す学習活動として、対話的な活動を想定している。討論や討議、意見の発表である。

　したがって、本研究では、自分の考えを話す、あるいは書き、討論や討議等の対話的な活動の表現を経て、一人では到達できない考えに達する姿を追究していく。
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対話的活動　討論と討議のちがい

　混同されがちなので、左図のように定義する。

　このようなちがいがあるので、それぞれ目的が異な

る。討議は議題に対する結論を出すことが目的である。

職員会議の対話が討議である。

　一方、討論はそれぞれの考えを深めることを目的とす

る。全体としての結論は、要さないこともある。

その問題について是非を議論すること。
結論がでることもあれば、オープンエンドで終わることもある。

その問題について是非を議論し、結論を議すること。
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２. 研究主題設定の理由

　研究主題  「自分の考えを表現し、深め合う子の育成」  は、 研究の期間を3年間とし、

3年後の子どもたちの目指す姿として設定した｡  2023年度は、その2年目にあたる。

　昨年度の研究を終えて、低学年では伝える楽しさを学べているものの､  自信をもって

いる様子があまり見られない児童や問われていることが分からず違う答えを言ってしま

う児童や内容の理解ができていないために答えることができない児童がみられた。  
　中学年では、低学年と同様に相手に伝える楽しさを実感しているものの、  相手の意

見を受け止めた上で自分の考えとの相違点に気付けないこと。  
　高学年では、的確に読んだり聞いたりするインプットの力に課題があることがわかっ

た。　また、  自信不足や読み取る力にも課題が見られた。

　こうした課題がみえてきた一方で、低学年では、伝える楽しさを学べている。中学年では、伝える楽しさを実感しているなどの成果もみられた。
　なぜ、こうした成果がみられたのか。低学年においては、文学的文章等で盛んに討論の授業が展開されたことの影響が大きい。なぜ討論の授業が展開できたのか。例えば、次
のようなことに取り組んできたからである。
　　１　読み取りの観点を与え、互いの解釈を伝え合う規準を設けた。　　２　日記の宿題など、文章を書く機会を増やした。　
　その他、さまざまな取り組みによって、低学年では「自分を表現し、深め合う子の育成」を目指し、討論の授業に取り組み、ある程度の手応えを感じてきた。
　このようなことから、他ブロックにおいても、伝え合い、 互いに深め合う学習過程を目指して、今年度も昨年度と同じ主題での研究を行っていくこととした。
　また、今年度は、特に「読むこと」領域の文学的な文章において、 お互いの考えを表現し、深め合う児童の育成を目指すこととした。 説明的な文章に比べ、文学的な文章の方が
読む意欲を高めやすいことが主な理由である。
　文学的な文章を読んで、 自分の考えを持ち、表現し、お互いの考えを認め合ったり、違いに気づいたりしながら、自分の考えを広げていく。 そうした関わりの中で、「はじめ」には
なかったものが生まれたり、 「はじめ」とは変容したり、 自分の考えがより強固になったりすることを実感させられる授業づくりを通して、 「自分の考えを表現し、 深め合う子の育
成｣という主題に迫っていきたい。目次



３．研究仮説について

読み取りの観点を教え、対話する場を設ければ、子どもたちは互いの考えを深め合うことができる　

　以下、解説する。
　
　読み取りの観点を教えとは、文学的文章読み取りの観点を教えるということである。
「登場人物」や「山場」など、文学的文章には、内容を読み取る上で必要な観点がある。それを学年に応じて意図的・計画的に教えていくこと
によって、学年が上がるにつれて、読み取った内容の質も高まると考えた。加えて、教えた読み取りの観点を技能化させることである。した
がって、そうなるまで観点に基づいた読みの手本の提示したり、反復する場を設定したりすることが必要となる。

　対話する場を設ければとは、討論や討議など考えを伝え合う授業を設定することである。読み取りの観点に基づいた発問などによる意見
の割れる論題の設定が必要となる。

　互いの考えを深め合うとは、上述の内容に加え、次のような規準で質の高まりを評価する。
　　１．　読解に使われた観点の数。記述に使った技能の数。
　　２．　問いに正対し、それぞれの記述をつなげて表現できているか(飛躍がないか)  
　検証の方法（詳しくは下記）として、二人以上の子のノートの記録を一年間収集し、分析、指導を修正、実行の過程を繰り返す。　このような
研究仮説のもと、自分の考えを表現し、深め合う子の育成を図る。

知識・技能、思考・判断・表現、学びに向かう人間性等と研究仮説との関連
　
　本校の研究仮説は、この順番に表記している。読み取りの観点という知識を教え、技能化させ、対話に値する論題で思考・判断・表現させることで、
深い学びを得る楽しさなど学びに向かう人間性が育まれていく、との考えからである。
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４．研究推進計画

(１) 研究の進め方と検証方法、主題達成のための手立て
　今年度の研究では、「読むこと」領域の文学的な文章において、互いの考えを深め合う児童の姿を目指した授業づくりをすすめ、そのため
の手立て等について、検討を重ねていく。検討した手立てを各学年・各学級が日々の授業で実践し、記録、分析、改善、検証のサイクルを経
ることで、互いの考えを深め合う児童の姿の実現を図りたい｡

　実態調査について
　子どもの事実に基づいたPDCAサイクルを回していくために、実態調査を行っていく。具体的には、 １年間、２人以上の子どもの記述の変
化を追う。抽出児選出は各担任の判断に委ねるが、目安として、指導目標到達度７割の児童を設定した。本校において、到達度7割はB評
定とC評定の境にあたる。この層の児童に向けた指導改善は、境界近辺の児童の学力向上につながろう。一方で、到達度が７割に著しく満
たない児童らは、全体指導の枠組みではなく、個別の対応が必要となる。このような理由から指導目標到達度７割の児童を目安とする。１年
間を通して、実態調査をもとにしたPDCAサイクルを回し、お互いの考えを深め合う児童の姿の実現を目指す。

　研究授業について
　より学校としてお互いの考えを深め合う児童の姿の実現を目指すために、各ブロック１本だった研究授業を、各学年で１本、研究授業とす
る。共に学び、共に価値ある授業の創造に関わっていくためである。自らと自学級の学びを深める機会、学校全体の学びを深める機会と捉
えていただければ幸いである。
　
手立て１　教材研究研修
　
　授業力の向上を目的とした研修を行っていく。
　具体的には、講師を招聘しての教材研究の研修を想定している。教師の読み取りレベルが子ども達の読み取りレベルを規定するからだ。
授業の骨格は、発問と指示である。授業のねらいを達成するために、教材の深い読み取りに基づいたよい発問・指示のつくり方を研修を通し
て学び、それぞれの学級において目指す子どもの姿の実現を図る。
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手立て２　学年に応じた読み取りの観点を教える

学年/各系列の読む力
（読み取りの観点） 作品の構造系列の読む力 視点系列の読む力 人物系列の読む力 主題系列の読む力 文学の表現技法系列の読む力

１年

①作品の設定に気をつけて読む（時、場所、登場

人物、事件）

②場面をとらえて読む

③連のまとまりをとらえて読む

①話者の言葉をとらえて読む（話

者、地の文）

②語り手の位置を考えながら読む

①登場人物の気持ちや様子を想像

しながら読む（登場人物、中心人

物、気持ち、様子）

②登場人物の言動をとらえて読む

（会話文、行動描写）

①題名と作者をとらえて読む ①会話文と地の文を区別して読む

②リズムを感じながら読む

③繰り返し（リフレイン）の効果を感

じ取りながら読む

２年

①あらすじを捉えて読む ①登場人物の気持ちの変化をとら

えて読む（対人物）

①自分の経験と関連付けながら読

む

①比喩表現の効果を考えながら読

む（比喩）

②短文や体言止めの効果を考えな

がら読む

３年

①中心となる場面を読む ①人物像をとらえながら読む ①会話文と心内語を区別して読む

②擬態語、擬声語の効果を考えな

がら読む

③擬人法の効果を考えながら読む

４年

①場面と場面を比べて読む

②物語の仕組みをとらえて読む（起承転結、山

場）

①視点をとらえて読む

②視点の転換の効果を考えながら

読む

①中心人物の心情の変化をとらえ

て読む

①情景描写の効果を考えながら読

む

②倒置法の効果を考えながら読む

③呼称表現の違いをとらえながら読

む

５年

①額縁構造をとらえて読む ①登場人物の相互関係の変化に着

目して読む

①中心人物の変化から主題をとらえ

る

②作品の仕組み（山場や結末）の意

味から主題をとらえる

６年

①伏線の役割を考えながら読む ①一人称視点と三人称視点（全知、

客観、限定）の効果を考えながら読

む

①登場人物の役割や意味を考えな

がら読む

①題名の意味から主題をとらえる

（象徴）

②複数の観点（中心人物の変化、山

場、から主題をとらえる

①対比的な表現の効果を考えなが

ら読む

文学的文章読み取り系統表　鷹取小試案
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対話のさせ方 ルール

1. ４枚のカード

2. カードの内容を達成できたら場に出す

3. 手札を全部出しても 話し合いは続ける
4. 5分で一番多くカードを場に出した班が優勝

最後、必ず振り返りをさせること
残ったカードが、話し合いにおけるその子の課題となる。

手立て３　対話のさせ方

目次

第一段階

1. だれかのアイデアを褒める

2. できるかどうか分からない

アイデアを出す

3. 一度に２個出す

4. 誰かのアイデアにヒントを出す

実践　話し合いゲーム

第二段階

1. 質問する

2. 反論する

3. ２つの意見を合わせる

4. ちがう意見の共通点を言う。



意見の深め方（集団編）意見の交流のさせ方

1. 1つの意見を取り上げて賛否を問う。 
2. この中でおかしな 意見はないか 問う。 
3. この中で最も当てはまる意見はどれか 問う。
4. 対立する意見を取り上げて どちらか問う。 
5. 意見を可視化する　

a. 板書

b. スプレッドシート

c. パドレット

6. 分類し、それぞれのグループに名前をつける（抽象化）

7. ２つの意見を合わせる（折衷案・創造）

手立て４➖①　意見の深め方
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意見のまとめ方（個人編）

まとめの文のアウトライン（型）を示す

手立て４−②　意見のまとめ方
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４ー(２) 研究推進計画概要

【PLAN】 　研究計画の作成（４月）
　　　　　　　　主題理解・手立ての検討 (４月〜)
　　　　　　　・どのような児童の姿を目指すか、 明らかにし、全職員で共有する。
　　　　　　　・主題に迫る手立てを検討する｡
　　　　　　　・検証方法について検討する。
　　　　　　　・合意形成でき次第、実態調査開始

【DO】 　　 授業実践と研究授業 (６月〜１２月)
　　　　　　　・各学年で主題に迫る手立てに基づいた実践を本格的に始める。
　　　　　　　・国語科についての校内研修を行う。
　　　　　　　・各学年ごとに研究授業をし、 ブロック内で見合う。

【CHECK】  検証 (〜１２月)
　　　　　　　・子どもの事実と教師に実感に基づき、手立てが有効であったか検証する。

【ACTION】 まとめと次年度に向けて (１月〜３月)
　　　　　　　・検証結果をもとに研究活動の成果と課題をまとめる。
　　　　　　　・次年度の研究主題と内容を検討し、決定する。
　　　　　　　・研究紀要を作成する。

※上記の推進計画を実行していくために研究推進委員会を組織し、適宜、研究推進委員会を開く。

検討及び協議の柱　
①読み取りの観点をどのように教えたか。
     教えてきたか。
②対話する場面をどのように設けたか。
③深い学びはあったか。
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４ー（３） 研究授業について

《指導案検討会》

・単元展開、

　設定した目標と評価、

　達成に向けた手立て等

　の妥当性について

　検討する。

《研究授業》

・ブロック、全体で授業を

　参観する。

・全体の流れを見つつ、

　一人の児童の姿を

　観察する。

《研究協議》

・具体的な児童の姿を基に、 本時までの手立て、

　当日の対応の有効性について協議し、 成果と課題を見出す。

　会の結論(本研究授業で明らかになったこと）を示す。

・そこで、得られた成果を以降の研究授業に反映し、 
　目指す児童像の実現を図る。

　さらに、研究授業で得られた知見をそれぞれの学級での授業にも

　反映させることが大切である。

検討及び協議の柱　
①読み取りの観点をどのように教えたか。教えてきたか。
②対話する場面をどのように設けたか。
③深い学びはあったか。

一枚指導案　（案）
目次

https://docs.google.com/document/d/1o9zSjItgKRF2MsaGYCIO5EwIqJ5V7A3MW-6Oaclncuo/edit


５.研究組織

…研究推進・提出書類の作成
　　(概要、年間計画作成 日程調整・まとめ作成等)

…校内研修を行うにあたっての準備

　(進行・資料印刷・会場設営等)

…研究資料の収集・管理

 　推進委員会 ・ 全体会の記録、研究紀要づくり

   (指導案項目と形式・内容・構成・集約・印刷等)

【管理職】

 　研究費管理講師対応

　保護者へのお知らせの作成  
　紀要作成

目次

指導助言…　　　　高橋あずみ主査指導主事
教材研究研修講師…平野はるひ先生



6.鷹取小学校
向こう３年間の

研究推進計画（案）
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学習指導要領解説　読むこと (文学的な文章)に関わる指導事項

低
イ場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。
エ場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。
オ文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつこと。
カ文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。

中
イ登場人物の行動や気持ちなどについて、  叙述を基に捉えること。
エ登場人物の気持ちの変化や性格、
　 情景について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること。
オ文章を読んで理解したことに基づいて , 感想や考えをもつこと。
カ文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、
　 一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。

高
イ 登場人物の相互関係や心情などについて , 描写を基に捉えること｡
エ人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、  
      表現の効果を考えたりすること。
オ 文章を読んで理解したことに基づいて , 自分の考えをまとめること。
カ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、  自分の考えを広げること｡
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ここが、本研究における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えを深めると重なる部分である。目次



7.研究授業における成果と課題

日時・学級 教材 成果 課題　→学び

６月２２日（木）

４年１組

清水級

指導案

「ごんぎつね」

板書
６月２２日（木）４年１組　清
水　康弘　「ごんぎつね」板
書

1. ２〜６年の６月にはある程度の討論は可能である。

発言者（10/19人）討論後の意見文 平均１１行。最低４行。最高５３行。考え

が深まった子（12/19人。うち9人は強化）

2. 討論の成立させる学習技能及び事前指導について有効なものがいくつかわ

かった。

3. 「自分の考えを表現し深め合う」ためには、討論が有効である。

1. 主題につながる中心人物と山場の確定ができていなかった。

→主題を扱うには、中心人物と山場の確定が必要であることがわかった。

2. 討論の内容を受けて適切な論点整理ができなかった。

→討論で学びを深めるには、論点整理、視覚支援等、教師の瞬間的・適切な

対応が必要であることがわかった。

討論を繰り返していくうちに、それも子どもたちの中に学習技能化されていく。

（仮説）

９月２５日（月）

２年２組

江口級

「お手紙」 1. 音読劇の表現の交流によっても、互いの読み取りの考えを深め合うことがで

きることがわかった。

1. 想定外の子どもの表現を価値づけできなかった。

→子どもの質の高い読み取りを拾ったり、価値づけるには、教師が事前に文

章の内容を読み取り、児童の表現を想定しておくことが重要である。

１１月６日（月）

３年１組

庄野級

「３年とうげ」
１１月６日　３−１　庄野
級研究協議会の板書

1. 読み取りの基本的活動として音読は必要であることがわかった。

2. 読み取りの交流でも考えの深まりはあり得ることがわかった。

3. 対話につながるような授業の機会を多くもつことで、自分の考えを表現するこ

とに対して抵抗なく取り組む児童が多くなった。

4. 友だちとの意見交換を楽しんだり、友だちが「何を考えているか知りたい。」と

いう思いをもつことができる児童も増えた。

5. 「面白さ」をみつけることを学習の中心にしたことで、楽しんで対話の学習に

取り組むことができた

1. 読み取りの観点である「 山場」の定義が教師と子どもで異なった。
→読み取りの観点の定義を学校（教師・子ども）で共有していくことが必要で
あることがわかった。例えば、掲示物等で。

2. 友だち意見を聞いて、「深め合う」というところまでは到達してはいない。深め
るという学習に対して、児童の能力によって差が出てきてしまったことは事
実。学習後の記述でも深まった児童と、対話はできたが深まりまではと到達
できなかった児童がいた。全体の意見をどのように整理しまとめていくことが
できるかが課題である。

3. ノートに記述することでで意見が簡単な言葉でに置き換えられ十分に表現で
きない児童も多かった。話すこと、書くことともに自分の考えを表現できるよう
に指導をしていきたい。

１２月１２日（火）

５年２組

西川級

「やなせたかし」

１２月１２日（火）５−２「やな

せたかし」板書

1. ・6時間目（本時）では議論ではなく、児童がそれぞれ考えたことを話すような

学習であったが、互いの意見を聞いて自分の考えを深める姿が見られた。

2. 　学習が終わってからのワークシートの「ふりかえり」欄に「○○さんの意見に

賛成で～」、「自分ははじめ△△と考えていたけれど、○○さんの意見を聞い

て、□□と考えました。」などという書きぶりが見られた。互いの意見を聞けるよ

うな場を設けることで、考えを深めていく姿が見られた。

1. 6時間目では（本時）互いに自分の考えを伝え、聞くような学習であったが、
第2、３，４時のように話題を決めてディベート（議論）をすることでさらなる深
まりが生まれた。

研研究授業でみられた成果と課題 　
231225（回答）

令和5年度　校内研　成果と課題（個人）

各研究授業中のチャット（11/6以降）

目次

https://drive.google.com/file/d/1Q0yV6fEMeHaXgd5Kr_t_Vj1sBU3H6jAw/view?usp=drive_link
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://mail.google.com/chat/u/0/#chat/space/AAAAty5Kmfw


7.研究授業における成果と課題

日時・学級 教材 成果 課題　→学び

１２月１８日（月）やま

びこ級　平井T
　指導案

「校外学習の感想発表」

１２月１８日（月）やまびこ

級　平井T　授業の様子

意欲的に作成した自分たちの作品が展示される「ふれあい作品展見学」に行くこと

によって、子ども達の中に楽しい共通の思い出ができた。そして、それぞれが

心に残った体験を作文にすることで、少しずつ違った場面を思い出したり興味

をもって聞いたりすることができた。写真を見ながら思い出すことで、書きたい

場面が明確になり、それぞれができる文章表現で作文することができた。ま

た、その写真を選び、作文を発表する前に見せることで、聞く児童がその場

面を思い浮かべやすくなるようになった。一緒に行った支援級の友だちに発

表することで、安心感をもちながらもいつもと違った緊張感の中で自分の思い

を伝えることができた。

　また、聞くことを意識させることで、友だちの良いところを見つけてそれぞれの方法

で伝えることができた。自分で言葉を選んで話すことが苦手な児童や、話すこ

とが難しい児童にも安心して伝えられる手段を提示することで、全員が発表し

た相手に自分の思いを伝えることができた。

　普段はそれぞれの進度で国語の学習を進めているが、発表し合うことでお互いの

良さを感じ取れた。

普段書き慣れない作文をすることは難しく、支援級の児童であっても定期的に作文
を書き、進度に合わせ書き方の方法を練習する必要性を感じた。発表する伝
え方は成果が感じられたが、聞いて感想を伝える伝え方には課題を感じた。
今回は感想が伝えられない児童のために３種類の良いところを伝えるカード
を予め配布していたが、それに頼って普段もう少し自分の思いを言葉で伝え
られる児童もそのカードを使用するだけになってしまったのが残念だった。自
分の言葉で表現できることに対する価値づけを普段から行って全体としての
伝え合う力を向上させたい。

１２月１８日（月）

６年２組　飯澤級

指導案

「やまなし」
１２月１８日（月）６年２組　飯

澤級　研究協議後の板書

1. 読み取りの観点を教えることによって、児童がそれを達成するために本文を根拠にして

読み取る姿が多く見られた。

1. 自分の考えを表現して深め合うためのグループやペア、全体での話し合いにおける指

導に課題があると考えられる。その場での教師の働きかけについて知見を深め、来年

度実践する。

１２月２１日（木）

１年１組　茶山級

「ずうっと、ずっと、

　大すきだよ」

１２月２１日（木）１年１組

茶山級　授業の様子等

1. 「動作化」　互いの考えを深め合うために、対話の場面をどのようにつくるか。１年生で

は、具体的な動作を取り入れた動作化を取り入れ、言葉を引き出すようにしてきた。さ

らに、互いに見合うことで、自分の考えに自信を持ち、結果、他との考えを比べて自分

の考えを見つめることができた。

2. 「オリジナルワークシートの作成・活用」工夫した読みを導くための読み取りとして、本

文の掲載がないところでも、登場人物の心情の変化等を吹き出し等のオリジナルワー

クシートを作成・実施する中で考えを深め、対話することができた。

1. 思っていても言葉にすることが難しい。

2. 自分の考えに自信がもてない。

3. 意見の言い合い及び発表会で終わる。

4. 明確に課題が見えているため、指導の際に個に応じて指導に努めていきたい。

研研究授業でみられた成果と課題 　
231225（回答）

令和5年度　校内研　成果と課題（個人）

各研究授業中のチャット（11/6以降）

目次

https://drive.google.com/drive/folders/1BFf2V3KX0f97Xjk1QZd9OFgtvvOrI_os?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1xrJypJ6ZQdKa6RimuFT8Z0RqdjbLfHki?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1xrJypJ6ZQdKa6RimuFT8Z0RqdjbLfHki?usp=drive_link
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://mail.google.com/chat/u/0/#chat/space/AAAAty5Kmfw


8.令和5年度　校内研究　成果と課題（個人）

　

1-1　茶山 1-2　鈴村 2-1　遠山 2-2　江口

3-1　庄野 3-2　宮内 4-1　清水 4-2　須藤

5-1　長沼 5-2　西川 6-1　三谷 6-2　飯澤

これは、校内研究に絡めた日々の実践に対する成果と課題を記録したものである。
研研究授業でみられた成果と課題 　
231225（回答）

研究授業における成果と課題

成果 課題

1. 自分の考えを表現し 深め合う 子供の育
成に向けて 複数の有効な知見が得られ
た。（個人、研究授業報告より）

2. 対話を増やすことで考えを表現することに
抵抗がなくなった。

3. 討論によって、自分の考えを表現し、深め
合わせることがいくらかできた。

1. 読みの観点についての全体の共通認識
がなされていない

2. 読みの観点をどのように教えたらいいの
か、わからない。

3. ただ対話させればよいというものではな
い。相手、座席の配置など検討の余地が
ある。

4. 意見の深め合わせ方（いわゆる交通整
理）がわからない。難しい。

今年度の成果と課題　次年度の方向性について　各ブロック より

24/1/9 
研究推進委員会での板書

対話のさせ方、
意見の深め合わせ方について

目次

自分の考えを表現し、深め合う子どもたち
を育成するための手立て

https://docs.google.com/document/u/0/d/1uROCk6XN801CheXSvCuO6mFE3-MfMDSr35j_bu_ua9g/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/16-zy5AYTOa2RZmcYGyxqT1eFYaqarXQ-4GsWG-8vGjo/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1uwftr_9fA8qFIQd09TwQuVESba6hckvndP6iLxRdaKE/edit
https://docs.google.com/document/d/11i3fR1G656vLpgt574el3_YyU92WZTyYsEW-CZMQZUE/edit?usp=drive_link
https://docs.google.com/document/u/0/d/1odC0MJJJ9AZJsecsGrGB5pOe4qiSRUgDBS0-RU-dQ08/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1nP8scNQjKHC0dS5_P6KhsUvC-kTNtMH1QfUKG2mgwaM/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1_CaZ_g8moHXgc_EezoaXb_3uFkztU-UQQPqIeRlIyOM/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1kvpNkLVj4Uydqj2CnwQb1GuwWvHJb8D1QE6oynmdSUA/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1qJOz6Hc3oyf0hS5_6m5XJfnFS-_OuWXqlDvDaHFgqbo/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1geC75L0q3DdggparThY0fK_hxBIPa6icpH_YN2eGw7o/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1-pydkNdwRF6qUDFUADkFK0gjl1mm9C9cyA6tVFGt_vA/edit
https://docs.google.com/document/u/0/d/1UMsUByV8-E8Y775oA-5ZThixaZlWqcRCVUyZr1mzaTw/edit
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/d/1cXaArDgMlE_9KyQDMZQUwbcK31yTl2v9U9V4X0dTH0w/edit
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Ux-eW3wR1kb3EsHrsFuO4jIzoF8Hb8Y1ZA1TtL2SzkI/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PdO_rvMMm3OPiizttJmB_ExxoR2pGRsk/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1PdO_rvMMm3OPiizttJmB_ExxoR2pGRsk/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1YE3hGw-7hu53rxADemPX8GKLTEJ3deZo/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1YE3hGw-7hu53rxADemPX8GKLTEJ3deZo/view?usp=drive_link
https://ja.padlet.com/085635_1/padlet-sonpa2c6lqg2lnhs
https://ja.padlet.com/085635_1/padlet-sonpa2c6lqg2lnhs


　　　

9.令和5年度　校内研究のまとめ

【学校の教育目標】　たくましい子　かんがえて学ぶ　ともだちを思いやる子　りんきおうへんに（臨機応変）に対応できる子

【研究主題】「自分の考えを表現し、深め合う子の育成」〜文学的文章を「読むこと」を通して〜
【研究仮説】読み取りの観点を教え、対話する場を設ければ、子どもたちは互いの考えを深め合うことができる

【研究の前提作り】概念の明確化 【研究の手立て】
手立て１　教材研究研修
手立て２　学年に応じた読み取りの観点を教える
手立て３　手立て３　対話のさせ方
手立て４　手立て４ー①　意見の深め方,まとめ方

成果

各担任からの報告により、今年度の取り組みを
通じて、考えが深まった児童が87名（全校児童
297名）いた。

1. 自分の考えを表現し 深め合う 子供の育成
に向けて 複数の有効な知見が得られた。
（個人、研究授業報告より）

2. 対話を増やすことで考えを表現することに
抵抗がなくなった。

3. 討論によって、自分の考えを表現し、深め
合わせることがいくらかできた。

4. 課題を明確にしたことで、克服に向けた具
体的指導をいくつか創造できた。

5. 各学年・支援級で研究授業に取り組めた。

課題

1. 読みの観点についての全体の共通認識
がなされていない

2. 読みの観点をどのように教えたらいいの
か、わからない。

3. ただ対話させればよいというものではな
い。相手、座席の配置など検討の余地
がある。

4. 意見の深め合わせ方（いわゆる交通整
理）がわからない。難しい。

次年度に向けて

　教職員の理解、研究の成果ともに不十
分のため、次年度も引き続き、同じ研究主
題で取り組む。
　その上で、研究主題達成により迫る手立
てとして、全員知見提供（研究授業、研究
レポートいずれかのかたちで研究主題達
成に向けた知見を提供していただく）やそ
の他細部の修正事項も加えながら、研究主題
達成に迫る。

今年度の成果と課題　次年度の方向性に
ついて　各ブロックより

目次

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Ux-eW3wR1kb3EsHrsFuO4jIzoF8Hb8Y1ZA1TtL2SzkI/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1Ux-eW3wR1kb3EsHrsFuO4jIzoF8Hb8Y1ZA1TtL2SzkI/edit?usp=sharing


10.令和5年度　校内研究　おわりに

目次

　自己表現を課題と感じるのは本校に限られたことではないが、表現手段としての 「ことば」を通じて、自分の考えを発信する手立てとしての研究を教科国
語を基本にして取り組んでいる。 
「自分の考えを表現し、深め合う子の育成」 指導と評価の関係性を深め、 研究仮説を通して「読み取りの観点」 「対話する場」を視点に学習指導の工夫を
検討し、事前の検討から実践、 事後検討と共有しその都度全体で深めることがこれまでできてきた。
このような取組をさらに深め変容する児童の姿を教員同士が共有し合い、手ごたえを感じられる研究になっていることが、 今後の成果に期待しているとこ
ろである。 
　今後も皆様に報告しつつ、 ご意見を賜りながら更なる研究の深まりにつなぐとともに児童の成長する姿に喜びを感じ共有できる研究となることに期待し
ている。

横須賀市立鷹取小学校　教頭　古内　久

＜研究に携わった教職員＞
　　　　　　◎研究推進委員長　◇研究推進委員
校　長　　　佐藤　とみ子　　　　　　　　　　　　　　　　講師　高橋あずみ主査指導主事
教　頭　　　古内　久　　　　　　　　　　　　　　　  　　   講師　平野はるひ先生（根岸小）　　
１　年　　◇茶山　尚子　　　鈴村　理恵　　　　　
２　年　　◇江口　舞　　　　遠山　悦子
３　年　　◇宮内　しほな　　庄野　芙美
４　年　　◎清水　康弘　　　須藤　かお里　　　　
５　年　　◇西川　聖奈　　　長沼　慎一
６　年　　◇飯澤　玲央　　　三谷　由里
やまびこ　◇秋元　均　◇谷口　真由美　平井　絢　　　　　
級外他　　◇猪狩　史生　　坂　唯凪　　関　綾子　　平井　杏奈　　酒巻　秀嘉　　大塚　千晶　　徳田　洋子　　溝垣　恵美子
　　　　　　丸茂　百合子　佐藤　由紀美　　市村　陽子　　ﾀﾞｲﾝ･ｶﾙﾊﾞﾋﾞｱｽ　　村尾　由佳　　五ノ坪　ひろみ　　水口　勲
　　　　　　川合　祥治　　野村　明美　　吉田　圭子　　永井　乃夫子　　栁下　順子



細部の修正事項

現時点でとりかかれる修正点

1. 研究協議の柱と研究仮説を一致させる。
柱（案）「どんな読み取りの観点をどう教えたか」「対話の場をどのように設けたか」「互いの考え
を深め合えたか」

2. 模擬授業検討会　発問・指示の研究・授業の具体に困り感が出てきた。
3. 校内公開授業　複数回取り組んでも良い　一人何回か観るという機会

研究授業の敷居を下げる。
1枚指導案 単元計画と目標、本時の目標、本時案

4. 個人の技量をあげる　
教材研究研修　読み取りの観点を使って

5. 読み取りの観点定義→教科書の定義を入力
6. その初期指導　動画をアップ　非同期研修
7. 物語文を読む目的「自分の考えを広げる」　指導要領より　

このために主題を読み取り、対話し合う。主題読み取りも手段。→職員で共有
8. 対話後の意見文の書かせ方　自分と異なる意見の良さを入れなさい。

「たしかに〜という考えも(一部,ある程度)納得できる。

　しかし、それだと△△になってしまう。だから、私は◯◯だと考える。」

9. 対話のさせ方　私の道徳指導案より引用

文学的文章読み取り系統表　鷹取小試案２
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模擬授業検討会(案)

時間　10分程度　相手が教師ゆえ、子どもよりすばやく読め、反応できるため。

場所　原則、教室。子どもと同じ環境でやる。

　　　教室環境も授業に影響を与える資料の一つである。

方法　子役で参加された先生が全員発言する。

　　　授業者は適宜やり取りしてよい。我々も対話して、深い学びを得る。

※ どういったかたちの検討会にするかは、授業者が決定する。

　研究協議では、その判断も協議の対象になり得る。
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全員知見提供(案)

目的　研究主題達成のための知見を全員から提供してもらう。

方法　さまざまある。公開研究授業（低・中・高 各１本）、校内研究授業(お一人でも観て
もらえれば、研究授業である。ただし、日時場所は、教員に案内すること)、レポート提供
(効果のあった、あるいは、有効でなかった①実践についての詳細と②子どもの事実を
記載したもの)①②は必須。①がないと追試できない。②がないと効果を見通せない。実
践の良し悪しを判断できない。

レポートの内容は、自身が創造した実践でも、先行実践の追試でもよい。オリジナリ
ティーは問わない。研究主題達成にいかに資するか、である。

期間　12月○日まで。そうでないと、当該年度の研究主題達成に貢献できない。研究の
まとめに記載できないため。
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６月２２日（木）４年１組　清水　康弘　「ごんぎつね」板書研究授業における成果と課題

目次



１１月６日　３−１　庄野級研究協議会の板書

研究授業における成果と課題
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１２月１２日（火）５−２「やなせたかし」板書

研究授業における成果と課題
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１２月１８日（月）６年２組　飯澤級　研究協議後の板書

研究授業における成果と課題
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１２月１８日（月）やまびこ級　平井T　授業の様子

研究授業における成果と課題
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